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条
例
案
件

●�

揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成
23

年
度
か
ら
税
率
を
引
き
上
げ
る
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
。

●�

揖
斐
川
町
障
害
者
小
規
模
授
産
所
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

�

平
成
23
年
度
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法

を
適
用
す
る
施
設
と
し
て
、
利
用
者
が

納
付
す
る
利
用
料
金
に
関
す
る
規
定
を

追
加
す
る
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

●�

揖
斐
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

�

平
成
23
年
度
か
ら
町
税
の
前
納
報
奨
金

を
廃
止
す
る
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算

　

２
億
７
４
１
３
万
４
０
０
０
円
を
増
額

　

し
、
予
算
額
を
１
５
６
億
２
６
９
０
万

　

８
０
０
０
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

●�
平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　

�

８
４
２
万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、
予

算
額
を
２
６
億
４
５
４
２
万
２
０
０
０

円
と
さ
れ
ま
し
た
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

　

�

１
０
８
万
６
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予

算
額
を
１
億
３
９
９
１
万
４
０
０
０
円

と
さ
れ
ま
し
た
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算

　

�

２
６
３
万
４
０
０
０
円
を
増
額
し
、
予

算
額
を
７
３
５
３
万
４
０
０
０
円
と
さ

れ
ま
し
た
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算

　

�

４
７
６
万
円
を
増
額
し
、
予
算
額
を

９
３
７
６
万
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流

域
公
有
地
化
特
別
会
計
補
正
予
算

　

�

７
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予
算
額

を
５
億
２
１
４
２
万
２
０
０
０
円
と
さ

れ
ま
し
た
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地

取
得
等
特
別
会
計
補
正
予
算

　

�

１
５
９
８
万
円
を
増
額
し
、
予
算
額
を

３
５
８
８
万
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
地
域
情
報
特
別

会
計
補
正
予
算

　

�

２
７
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予
算

額
を
２
億
２
８
７
２
万
２
０
０
０
円
と

さ
れ
ま
し
た
。

●�

平
成
22
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

�

５
万
３
０
０
０
円
を
増
額
し
、
予
算
額

を
８
億
１
３
６
４
万
７
０
０
０
円
と
さ

れ
ま
し
た
。

　平成 22 年第５回揖斐川町議会定例会が、12 月３日から 10 日までの８日間の会期で開催されました。

　初日には、町長から 22 議案が提出され、提案理由の説明が行われました。このうち、３議案を可決し、

19 議案の審査は常任委員会に付託されました。

　６日に総務文教常任委員会と健康福祉常任委員会、７日に産業建設常任委員会が開かれ、付託された議

案の審査が行われました。

　９日には３人の議員が一般質問を行いました。

　最終日の 10 日には、付託された議案の審査結果が各委員長から報告され、採決が行われました。

　また、この日町長から提出された条例改正１議案も審議され、すべて原案どおり可決されました。

　本定例会に提出された議案の主な内容、一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

第５回揖斐川町議会　定例会
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人
事
案
件

●�
揖
斐
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　

�

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
23
年
３
月
23
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

　

・
林　

幸
義
さ
ん（
北
方
）

　

・
今
村
博
正
さ
ん（
谷
汲
徳
積
）

　

・
森　

泰
朗
さ
ん（
春
日
六
合
）

　

・
羽
實
正
弘
さ
ん（
三
倉
）

　

・
中
川
千
吉
さ
ん（
西
横
山
）

　

・
奥
田
豊
歳
さ
ん（
坂
内
広
瀬
）

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

�

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

・
森　

亜
都
子
さ
ん（
春
日
六
合
）

そ
の
他
の
案
件

●
揖
斐
川
水
防
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　

�

組
合
議
会
議
員
の
定
数
16
人
を
９
人
に

減
員
す
る
な
ど
の
変
更
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

●
指
定
管
理
施
設
の
指
定
期
間
の
変
更

　

�

社
団
法
人
谷
汲
観
光
協
会
を
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
し
た
、
谷
汲
昆
虫
館
と

谷
汲
緑
地
公
園
の
指
定
期
間
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

　

変
更
前　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

　

変
更
後　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

●
指
定
管
理
者
の
指
定

　

�

次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

施　　設　　名 指定管理者 指定期間

障害者小規模授産所 （社福）大和社会福祉事業センター

平成 23年 4月 1日から
平成 26年 3月 31日まで

農林水産物加工施設 遊らんど坂内運営組合

坂内農林水産物処理加工施設 かわかみ五彩合同会社

坂内ライスセンター 揖斐川町坂内営農組合

坂内バイクランドセンターハウス 川上区自治会

徳山会館 （株）藤橋ビレッジ

10
月

　

26
日　

第
１
回
下
水
道
特
別
委
員
会

11
月

　

11
日　

第
10
回
議
会
全
員
協
議
会

　

24
日　

第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

　

29
日　

第
４
回
臨
時
会

　

29
日　

第
11
回
議
会
全
員
協
議
会

12
月

　

３
日　

第
５
回
定
例
会　

初
日

　

６
日　

�

第
４
回
総
務
文
教
常
任
委

員
会

　

６
日　

�

第
４
回
健
康
福
祉
常
任
委

員
会

　

７
日　

�

第
４
回
産
業
建
設
常
任
委

員
会

　

９
日　

�

第
５
回
定
例
会　

２
日
目

　

10
日　

第
５
回
定
例
会　

最
終
日

　

10
日　

第
12
回
議
会
全
員
協
議
会

議
会
活
動
報
告

第
４
回
臨
時
会

　

11
月
29
日
に
第
４
回
臨
時
会
が
開

か
れ
、
次
の
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

●�

揖
斐
川
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●�

揖
斐
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

�

議
会
議
員
、
常
勤
の
特
別
職
職
員

に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
額
が
0.2

カ
月
分
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

●�

揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

職
員
に
支
給
す
る
期
末
・
勤
勉
手

当
の
額
を
0.2
カ
月
分
減
額
す
る
と

と
も
に
、
給
料
月
額
を
平
均
0.1
％

引
き
下
げ
る
な
ど
の
改
正
が
さ
れ

ま
し
た
。
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錦 

野 

悦 

朗 

議
員

城
台
山
公
園
揖
斐
城
跡
の
散
策
道
の
整
備

に
つ
い
て

　

城
台
山
公
園
に
は
、
揖
斐
城
跡
や
播
隆

上
人
が
建
て
た
一
心
寺
が
あ
り
ま
す
。
揖

斐
城
は
興
国
４
年
（
１
３
４
３
年
）
に
土

岐
頼
雄
が
築
い
た
典
型
的
な
山
城
で
、
約

２
０
０
年
後
に
斎
藤
道
三
に
攻
め
ら
れ
落

城
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
当
時

の
時
代
背
景
が
う
か
が
え
る
城
跡
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
公
園
の
散
策
道

は
、
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
は
最
適
で
す
。
し
か
し
、
公
園
や
散
策

道
の
案
内
標
識
が
腐
敗
し
た
り
、
雑
草
が

生
い
茂
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
付
近
の
山

全
体
の
自
然
を
守
り
な
が
ら
整
備
し
、
自

然
の
美
し
さ
や
城
趾
を
町
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町  

長

　

城
台
山
は
揖
斐
川
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

議員３人が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知らせしま
す。（紙面の都合上、質問および答弁は要約
しています。）

山
の
一
つ
で
す
。
こ
の
一
帯
は
、
お
よ
そ

６
６
０
年
前
に
城
が
築
か
れ
て
い
た
様
子

が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
る
、
県
下

で
も
大
変
貴
重
な
城
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
散
策
道
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
「
町

並
み
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
案
内
標
識
な
ど
の

修
繕
整
備
を
行
い
、
わ
か
り
や
す
く
安
全

に
散
策
で
き
る
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
城
台
山
公
園
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
町
民
以
外
の
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。林   

幹 
夫 

議
員

高
齢
者
の
見
守
り
と
長
寿
者
褒
賞
に
つ
い
て

　

町
は
長
寿
者
褒
賞
制
度
を
定
め
、
95
歳

と
百
歳
の
方
に
祝
い
金
と
長
寿
賀
詞
を
贈

っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

95
歳
、百
歳
に
な
っ
て
褒
賞
を
受
け
て
も
、

介
護
を
受
け
た
り
施
設
へ
入
所
し
て
い
る

人
が
多
く
、
自
分
の
意
思
で
の
祝
い
金
の

活
用
は
ま
ま
な
ら
な
い
た
め
、
90
歳
を
過

ぎ
た
ら
年
ご
と
に
何
ら
か
の
褒
賞
が
受
け

ら
れ
な
い
か
と
の
意
見
が
多
く
聞
こ
え
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
加
え
、
全
国
で
高
齢
者

の
所
在
不
明
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
高

齢
者
の
安
否
確
認
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
褒
賞
と
安
否
確
認
を
合
わ
せ
た
狙

い
か
ら
、
90
歳
か
ら
毎
年
誕
生
日
に
本
人

に
直
接
祝
い
金
を
届
け
、
95
歳
と
百
歳
の

節
目
に
は
現
行
の
長
寿
賀
詞
を
続
け
て
は

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町  

長

　

町
内
に
住
民
票
が
あ
る
76
歳
以
上
の
高

齢
者
全
員
の
安
否
確
認
を
９
月
に
実
施

し
、
全
員
の
生
存
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
な
ど
問
題
の
解

決
に
あ
た
っ
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の

皆
さ
ん
が
お
互
い
に
見
守
り
あ
い
な
が
ら

生
活
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
町
内

11
地
区
で
開
催
の
地
域
福
祉
懇
談
会
で
、

行
政
推
進
員
、
民
生
児
童
委
員
、
福
祉
委

員
を
中
心
に
、
地
域
の
見
守
り
体
制
に
つ

い
て
協
議
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
長
寿
者
褒
賞
制
度
は
、
95
歳
と
百
歳

の
誕
生
日
に
長
寿
を
お
祝
い
す
る
大
切
な

敬
老
事
業
で
す
。
現
在
で
は
楽
し
み
に
し

て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、
制
度
と
し
て
も

定
着
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
行
の
ま
ま
継

続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林   

幹 

夫 

議
員

災
害
に
備
え
た
自
前
の
雨
量
計
設
置
に
つ
い
て

　

今
年
は
異
常
気
象
が
続
き
、
地
球
規
模

で
強
烈
な
台
風
や
豪
雨
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
奄
美
大
島
で
の
豪
雨
災
害
で
は
、
長

期
に
わ
た
る
通
信
の
途
絶
が
災
害
復
旧
の

大
き
な
障
害
に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
ま

す
。
気
象
庁
、
国
交
省
、
都
道
府
県
は
連

携
し
て
自
動
的
に
観
測
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
気
象
警
報
を
発
し
て
い
ま
す
が
、
通

信
が
途
絶
え
る
と
そ
の
機
能
は
完
全
に
止

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
は
、
市
町
村
が
独
自
に
管
内
拠
点
か
ら

集
め
た
情
報
が
唯
一
の
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
災
害
対
策
の
判
断
を
す
る
こ
と
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
全

て
を
手
作
業
で
観
測
す
る
雨
量
計
測
機
器

を
町
内
に
設
置
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町  

長

　

豪
雨
な
ど
に
よ
り
長
期
間
の
停
電
、
通

信
が
途
絶
え
た
状
態
で
は
既
に
相
当
規
模

の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
人
命
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で

す
。
職
員
を
現
地
に
派
遣
し
、
防
災
関
係

者
や
住
民
の
方
々
か
ら
情
報
を
集
め
総
合

的
に
検
討
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
最
も
効
果
的
な
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
全
て
が
手
作
業
の
雨
量
計
測
器
に
つ

い
て
は
、
災
害
が
発
生
し
て
い
る
と
き
に

職
員
が
計
測
す
る
余
裕
は
な
い
と
考
え
ま

す
。
現
在
町
は
、
国
や
県
が
設
置
し
た
９

カ
所
の
雨
量
計
の
自
動
計
測
器
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る
簡
易
計
測

器
な
ど
は
家
庭
で
も
容
易
に
計
測
で
き
る

た
め
各
地
域
へ
の
普
及
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

林   

幹 

夫 

議
員

町
旗
に
町
名
表
示
に
つ
い
て

　

１
町
５
村
が
合
併
し
た
と
き
揖
斐
川
町

の
新
し
い
町
章
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
町
章

を
描
い
た
町
旗
が
公
共
施
設
に
掲
揚
さ
れ
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て
い
ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
は
町

章
の
象
形
の
意
味
も
認
識
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
町
外
の
人
は
揖
斐
川
町
の
町
章
や
町

旗
に
対
す
る
認
識
は
薄
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
作
ら
れ
て
い
る
町
旗
の
全
部
が
町
章

だ
け
で
、
町
名
は
入
っ
て
い
な
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。
町
外
の
人
も
参
加
す
る
大
会

や
、
町
外
で
行
う
行
事
な
ど
で
使
用
す
る

町
旗
に
は
、
町
名
を
入
れ
た
町
旗
を
用
い

る
と
揖
斐
川
町
を
よ
り
認
識
し
て
も
ら

え
、
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町  

長

　

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
国
旗
が
日

章
旗
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
町
旗
は
町
章

旗
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
町
章
は

そ
の
ま
ま
町
旗
に
使
用
す
る
こ
と
を
前
提

に
一
般
公
募
し
決
定
さ
れ
、
平
成
17
年
７

月
１
日
に
開
催
し
た
「
新
揖
斐
川
町
誕
生

記
念
式
典
」
で
披
露
し
ま
し
た
。
町
旗
の

規
格
は
、
同
日
付
け
の
町
旗
規
程
に
よ
り

告
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
名
を
表
示
す

る
に
は
告
示
の
改
正
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
町
旗
の
基
本
的
な
考
え
方
と
制
定
経

緯
を
踏
ま
え
る
と
、
告
示
の
改
正
に
は
否

定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ま

す
。
な
お
、
町
外
で
の
行
事
な
ど
で
は
、

町
名
の
入
っ
た
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
を
掲

示
し
町
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

山 

口 

好 

文 

議
員

県
下
市
町
村
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
現

況
か
ら
見
た
揖
斐
川
町
の
職
員
給
与
に
つ

い
て

　

揖
斐
川
町
職
員
給
与
の
平
成
21
年
４
月

の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、
県
下
42
市
町

村
の
中
で
下
か
ら
３
番
目
で
、
郡
内
３
町

で
最
下
位
で
す
。
先
の
臨
時
議
会
で
も
職

員
給
与
減
額
の
議
決
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
合
併
後
の
町
づ
く
り
に
誇
り
を

持
て
る
職
員
が
育
つ
の
か
心
配
で
す
。
せ

め
て
県
平
均
以
上
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

に
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

町  

長

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、
国
家
公
務
員

の
行
政
職
の
基
本
給
を
１
０
０
と
し
た
場

合
の
地
方
公
務
員
一
般
行
政
職
の
給
与
水

準
を
表
す
も
の
で
、
学
歴
別
、
経
験
年
数

別
に
比
較
し
て
算
出
す
る
も
の
で
す
。
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が
低
い
理
由
は
、
合
併

前
の
中
途
採
用
者
の
多
く
が
前
歴
に
見
合

う
給
与
号
級
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ

る
な
ど
、
国
の
給
与
水
準
と
の
格
差
が
開

い
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
は
、

平
成
17
年
の
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
昇
給
制
度
の
改
正
を
行
い
、

人
事
評
価
を
参
考
に
し
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山 

口 

好 

文 

議
員

農
作
物
に
対
す
る
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
は
気
象
の
関
係
か
、
各
地
で
農
作

物
の
獣
害
が
例
年
に
な
く
多
く
、
生
産
者

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル

が
日
夜
出
没
し
、
農
作
物
を
壊
滅
状
態
に

し
て
荒
ら
し
て
い
ま
す
。
長
い
経
験
を
持

つ
人
た
ち
が
作
る
農
作
物
は
大
変
お
い
し

く
、
道
の
駅
で
の
販
売
も
好
評
で
す
。
し

か
し
、
今
年
の
よ
う
に
大
き
な
被
害
が
あ

る
と
生
産
意
欲
が
な
く
な
り
、
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
に
つ
な
が
る
危
惧
が
あ
り
ま

す
。
狩
猟
者
に
対
す
る
手
当
や
報
奨
金
を

増
や
し
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

町  

長

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
中

山
間
地
域
の
み
な
ら
ず
平
坦
地
で
も
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
は
、
平
成

20
年
度
に
策
定
し
た
「
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
」
に
基
づ
き
、
捕
獲
と
進
入
防
止
の
両

面
か
ら
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲

に
関
し
て
は
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
捕
獲

体
制
を
構
築
し
、
進
入
防
止
に
つ
い
て
は

町
単
独
補
助
金
で
電
気
柵
な
ど
資
材
購
入

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被

害
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

の
が
実
情
で
す
。
こ
の
た
め
、
家
庭
ご
み

の
適
切
な
処
理
な
ど
の
日
常
管
理
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
は
行
政
、
猟
友
会
、

関
係
団
体
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
担

い
手
育
成
の
た
め
の
狩
猟
免
許
取
得
の
支

援
や
捕
獲
機
材
の
購
入
支
援
な
ど
の
ほ

か
、
進
入
防
止
柵
な
ど
被
害
防
止
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

山 

口 

好 

文 

議
員

仮
称
「
鉄く

ろ

嶺が
ね

ト
ン
ネ
ル
」
の
見
通
し
に
つ

い
て

　

横
山
ダ
ム
湖
に
建
設
中
の
「
奥
い
び
湖

大
橋
」
が
来
年
完
成
す
る
と
、
次
は
悲
願

の
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
の
事
業
化
と
地
区
民
は

も
と
よ
り
、
運
送
業
者
や
観
光
業
者
な
ど

通
行
し
て
い
る
人
た
ち
は
大
き
な
期
待
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
必
要
性
は
今
ま
で
に

何
回
も
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
落
石
や
積

雪
対
策
、
交
通
量
の
増
加
と
車
両
の
大
型

化
な
ど
で
、
注
意
看
板
だ
け
で
は
通
行
の

安
全
は
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
国
道
３
０
３

号
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
に
向
け
て
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町  

長

　
「
奥
い
び
湖
大
橋
」
の
完
成
に
よ
り
、

関
西
や
北
陸
方
面
か
ら
の
自
動
車
の
往
来

が
今
以
上
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
最
近
で
は
、
大
型
観
光
バ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
西
美

濃
と
北
近
江
を
結
ぶ
大
動
脈
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
最
後

の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
の
が
鉄
嶺
ト
ン

ネ
ル
の
要
望
区
間
で
す
。
早
期
に
事
業
採

択
さ
れ
る
よ
う
「
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
道
づ
く

り
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
国
や

県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。


